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要．旨

最近11年間に当科において経験した大腸癌手術症例は416例であるが，このうちの13例，

3,1％に他臓器との重複癌を認めた（同時性４例，異時性９例)。異時性９例のうち４例は

大腸癌が先行，５例は他臓器癌が先行した。先行癌の術後６年以上を経過してから後発癌

が発見ざきれたものが２例，７年以上を経過して発見されたものがｌ例あった。成人の癌

患者の診断，治療に際しては，同時性重複癌の存在にも留意し糖査すべきであり，また，

癌の手術後，長期間経過している患者においても，引続きfoIIowupし，他臓器癌の早期

発見に努めるべきである。

KeyWords：大腸重複癌，同時性，異時性，手術後長期経過例

対４で男`性に多かった。

症例の内訳は，同時性４例，異時性９例と異時性の

方が多く，また，異時性９例のうち４例は大腸癌が先

行し，５例は他臓器癌が先行した（表１，２，３)。

大腸癌の占拠部位はＣ１例，Ｔ２例，Ｓ２例，Ｒｓ

ｌ例，Ｒａｌ例，ＲａＲｂ４例，ＲｂＰ１例で，Ｓ状結腸と

直腸とで13例中10例（77%）を占めていた。

他臓器癌の発生部位は胃６例,肺３例,胆管・胆嚢・

食道・乳腺各１例であり，もともと発生頻度の高い胃

癌と肺癌が多かった。

異時性重複癌における先行癌から後発癌発見までの

期間は，大腸癌先行の場合は平均４年11ケ月，大腸癌

後発の場合は平均２年10カ月であり，後者のほうがや

や短かった。大腸癌先行，他臓器先行のいずれの場合

でも，先行癌の組織学的進行度は比較的低いものが多

い傾向にあった（表４）。大腸癌先行４例のうち，大

腸痛手術後それぞれ７年10カ月，６年１カ月を経過し

て他臓器癌が発見された２例では，後発他臓器癌の組

織学的進行度は，いずれもstagemの進行癌であった。

他臓器癌先行例では，後発大腸癌は５例中４例が

stageⅢ以上の進行癌であったが，発見までの期間と

大腸癌の組織学的進行度とはとくに相関しなかった

はじめに

近年，癌の診断，治療の進歩と共に，重複癌症例の

報告も増加の傾向を見せている。今回，当科における

大腸と他臓器との重複癌症例について臨床的，病理組

織学的検討を行ったので，これに若干の文献的考察を

加えて報告する。

対象と方法

昭和53年１月より昭和63年９月までの11年間に，当

科において経験した大腸癌手術症例は416例であった。

これらのうち，他臓器との重複癌を認めた13例を対象

として検討した。重複癌の定義については，Warren

andGates7)の基準により，先行癌が発見されてから

後発癌が発見されるまでの間隔が１年未満のものを同

時性，１年以上のものを異時性とした。

結果

年齢は42才から83才までの平均65.8才，男女比は９
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表４

大腸癌の組織学的進行度

表１大腸同時性重複癌症例
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他臓器癌の組織学的進行度
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表５後発癌発見の契機
表３大腸異時性重複癌症例（大腸癌後発）
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（表２，３)。

同時性４例のうち，３例は術前に診断がついていた。

表１の症例１と２では，便潜血，腹痛に対して上部消

化管と下部消化管の両方の検索を行ったことにより，

胃と大腸の重複癌が発見きれた。症例４では血便，黄

疸それぞれに対する検索により，大腸と胆管の重複癌

が発見された。症例３は，大腸癌の肺転移の術前診断

にて肺部分切除を行ったが，病理組織診断により，大

腸と肺の重複癌と診断された。

異時性重複癌において後発癌が発見される契機とし

ては，患者自身が訴える自覚症状，検診がほとんどで

あり，先行癌の発見のときと変わりはなかった（表５)。

患者の予後についてであるが，同時性４例中２例お

よび異時性９例中３例が，手術後５カ月から１年５力

色伶町暉

（Ⅸ部府

(務広厚生癖院外科）

月の間に死亡，他は２カ月から６年１カ月生存してお

り経過観察中である。死因は，同時性の２例では肺転

移および肝転移であったが，大腸と他臓器のいずれが

原発であるかは不明であった。異時性の３例中２例は

後発した肺癌および大腸癌による癌死であった。もう

１例は癌性腹膜炎であったが，先行癌と後発癌のいず
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また，先行癌が腹部臓器の癌であった場合，術後

followup中に患者が腹部症状を訴えても，それを術

後の不定愁訴と捕らえてしまう恐れがある。表３の症

例１の場合，腹痛を契機に大腸癌が発見きれたわけだ

が，早期に注腸バリウム等の下部消化管に対する検索

を行っていれば，あるいは根治的手術が可能な時期に

発見されたかもしれない。

結語

１）過去11年間に，当科における大腸癌手術症例416

例中13例〈3.1％）に他臓器との重複癌を認めた。

２）先行癌の手術後６年以上を経過し外来を定期受診

しなくなってから後発癌の発見されたものが３例

あり，これらは全てstagemの進行癌であった。

３）重複癌の予後は，二つの臓器のうち予後の悪いほ

うの癌に左右きれると考えられる。

４）成人の鰯患者の診断，治療に際しては，他臓器癌

の存在にも留意し，精査すべきである。また，癌

の手術後，長期間経過している患者においてもさ

らにfollowupを続け，他臓器癌の早期発見に努

めるべきである。

れによるものかは不明であった。

考察

大腸と他臓器との重複癌の発生頻度は，諸家により

様々であるが，全大腸癌の26-8.5％1)~7)と報告され

ている。当科においては，全大腸癌手術症例416例の

うち，他臓器との重複癌を含めたものは13例（3.1％）

で，諸家の報告と大きな差はなかった。他臓器癌の部

位としては，１３例中，胃癌が６例と最も多かったが，

諸家の報告においても，胃癌が50.0～56.4％1)~7)と最

も多い。これは，わが国においては胃癌の頻度が他の

癌に比べて高いためと考えられる。癌の組織学的進行

度については，異時性重複癌においては，先行癌の組

織学的進行度は比較的低いものが多い傾向がみられた

が，癌の進行度が低かったために，次の癌が発現する

までの間，生存が可能であったということであろう。

それに続く後発癌の組織学的進行度と発見までの期間

との間には，とくに相関は見られなかった。ただし，

先行癌の手術後６年以上を経過して後発癌の発見され

た３例は全て，stagemの進行癌であった。当科では，

悪性腫瘍の手術後の綿密なfollowup期間として術後

５年間をメドとし，この間は定期的に外来を受診させ

ているが，その後は受診の間隔が長くなってしまうこ

とが多く，そのために，後発癌の発見が遅れてしまっ

たものと考えられる。

同時･性４例のうち，生存中の２例は大腸癌（stage

ⅡおよびⅣ）と胃癌（いずれもstageI）の重複であ

ったが，死亡した２例は大腸癌（stageⅡおよびⅢ）

と肺癌および胆管癌（いずれもstageｌ）の重複であ

った。

異時性９例中，死亡した３例はそれぞれ，胃癌の術

後followup中に大腸癌が発見きれたが切除不能であ

ったために枯息的手術を行ったもの，大腸癌の術後７

年1o力月に左肺下葉切除を行ったが局所および腎に再

発したもの，胆嚢癌の術後１年１カ月に卵巣転移の診

断により開腹したところ新たに大腸癌と癌性腹膜炎が

認められたものであった。

重複癌の予後は，二つの臓器のうち一般に予後の悪

いほうの癌に左右きれると考えられる。当科の症例で

は，胃癌と重複した６例は，大腸癌死した１例を除き，

全て術後２カ月から６年１カ月生存中であるのに対し，

肺癌，胆嚢癌，胆管と重複したものは４例全て死亡し

ている。
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